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会 社 名 株式会社 ⽵中⼯務店

事業内容 建築⼯事及び⼟⽊⼯事に関する請負、
設計及び監理、開発事業、
エンジニアリング事業及びマネジメント事業他

取締役社⻑ 佐々⽊ 正⼈

資 本 ⾦ ５００億円（2024年3⽉現在）
売 上 ⾼ [連 結] 16,124億円（2023年度）
従業員数 [ｸﾞﾙｰﾌﾟ] 13,507⼈ （2023年度）

創 業 １６１０年（慶⻑１５年）
創 ⽴ １８９９年（明治３２年）

初代⽵中藤兵衛正⾼が神社
仏閣の造営を業として創業

会社概要
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1971 環境庁発⾜

半世紀にわたる⾃然共⽣への取り組みの源流としての「設計に緑を」

⽵中⼯務店の⾃然共⽣への取り組み経緯



3

まちづくり総合エンジニアリングを⽀える専⾨領域として⾃然を活かした課題解決を位置づけ

まちづくりを成⻑戦略の基軸に（2014年）



4取り組みの背景

しかし、リスク･機会評価
において、シナリオ分析を
⾏うには⾄らなかった。

2024年5⽉にTNFDレポートを公開



5取り組みの⽬的

シナリオ分析によるレジリエントな経営体制構築
 複数のシナリオに基づき⾃然資本関連のリスク機会を深掘りし、どのような世界が到来しても
レジリエントな経営体制を構築する

 複数のシナリオを描いた上でリスク・機会の影響度、発⽣可能性、抜け漏れを分析することで、
⽵中グループの⾃然資本関連のリスク機会を深堀りし、経営戦略⽴案につなげる

社内の意識向上
 ワークショップ開催により、多様な職種、部署、グループ企業のメンバーが議論することで、当社グ
ループの事業が直⾯する⾃然資本関連リスク・機会に対する意識を⾼める



6本事業における取り組みの流れ

TNFDレポート
（2024年5⽉発⾏） シナリオ群の定義 対応策の定義 ⽂書化と

情報開⽰事業インパクト評価

シナリオを作成し、部⾨横断のワークショップを経て、リスク・機会・対応策を検討

部⾨横断ワークショップ リスク・機会ごとの
対応策を検討

TNFD
レポート
に反映

４象限を描写象限ごとの
ワークシート作成

出典︓環境省の本モデル事業事務局からの受領資料をもとに作成



7シナリオ⽣成の考え⽅

⽣態系サービスの劣化

市場

/

⾮市場原理भ⼀貫性

#1 ⼀歩先⾏する

規制や市場⾏動が⾃然保護に向かっ
ており、⾃然の劣化が緩やかである社
会

緩やか

⾼い

低い

急速

#2 スピード勝負

規制や市場⾏動が⾃然保護に向かっ
ているにもかかわらず、⾃然の劣化が早
く、急速に⾃然への関⼼が⾼まる社会

#4 リストの優先順位が低い

規制や市場⾏動が⾃然保護に向かわ
ず、気候変動政策にリードされる形で
⾃然の劣化が緩やかとなり、⾃然への
関⼼が⾼まらない社会

#3 噛み合わない現状

規制や市場⾏動が必ずしも⾃然保護
に向かわず、⾃然の劣化が急速に進む
社会

気候変動が
⼤きい

タイプ タイプ①
独⾃シナリオ×気候変動シナリオ統合

タイプ②
独⾃シナリオ×気候変動シナリオ独⽴

タイプ③
例⽰シナリオ×気候変動シナリオ統合

タイプ④
例⽰シナリオ×気候変動シナリオ独⽴

⾃然資本シナリオ ⾃社独⾃シナリオの構築 TNFD例⽰シナリオの採⽤
× × × ×

気候変動シナリオ TCFD開⽰で⽤いている
気候変動シナリオを統合

気候変動シナリオとは独⽴して考
える

TCFD開⽰で⽤いている
気候変動シナリオを統合

気候変動シナリオとは独⽴して考
える

TNFD例⽰シナリオ×気候変動シナリオ独⽴（タイプ④）を選定、X軸（⽣態系サービス
の劣化）を気候変動に紐づけて検討した

出典︓環境省事業事務局からの
受領資料をもとに作成

気候変動が
⼩さい



8TNFD Scenario Toolkitのワークシートを活⽤した世界観の描写
様々な変動要因を設定することで、描かれる世界観を参加者と共有することができた。

世界観の描写



9各象限ごとの世界観をストーリーとして描写
各象限ごとの⾃社ビジネスと⾃然の関係をストーリーとして描写した。



10４象限の描写
４象限の描写を1枚にまとめ、様々な部⾨メンバーが理解しやすいようにした。
事前に4象限をまとめることで、WS参加者が限られた時間内でリスク･機会の抽出に専念することができた。



11シナリオ分析ワークショップの開催状況

 グループ4社のコーポレート部⾨と事業部⾨15部⾨から21名が参加
 当社グループの事業が直⾯する⾃然資本関連リスク・機会を議論した

リスク機会の ①影響度・発⽣可能性＋根拠、②リスク機会の抜け漏れ を特定 グループごとに成果を発表

有識者による講評



12ワークショップで作成したシート

影響度 発⽣可能性リスク機会

各象限における⾃然資本関連リスク・機会の影響度と発⽣可能性を記⼊する⽤紙 グループごとの評価結果

リスク・機会の抽出に際し、影響度と発⽣可能性の検討まで踏み込んで網羅的に抽出できた。



13リスク･機会と対応策
ワークショップ結果をまとめ、対応策はリスク・機会の事業へのインパクトの⼤きい第２、第３
象限に絞って検討した。



14主なリスク・機会と対応策

グリーンインフラ（NbS）の研究開発と社会実装 ⽊造・⽊質建築と森林グランドサイクルⓇの推進

持続可能な建築材料である⽊材を活かした⽊造⽊質建築を推進し、
脱炭素だけでなく 、森林の循環利⽤を促し森林を健全な状態に保
つことで⽣物多様性や⽣態系サービス向上を実現。バリューチェーンの
ステークホルダーへの働きかけ等を通じてリスク機会への対応⼒も向上。

主なリスク・機会への対応として、グリーンインフラの研究開発・実装や⽊造・⽊質建築を推進

⾃然の多機能を活かした解決策としてのグリーンインフラやNbS（⾃
然を基盤とした解決策）の研究開発を推進し、グループの強みであ
るソリューション⼒を⾼め社会実装することでネイチャーポジティブや⾃
然共⽣社会の実現に寄与。

⽵中技術研究所 調の森 SHI-RA-BE® ⽵中育英会学⽣寮
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⼈
• ⽵中グループ⽣物多様性促進プログラム１

• 社内E-learningを活⽤した教育プログラム
• ネイチャーポジティブ案件の営業体制の強化

技術
• ネイチャーポジティブ達成に向けた定量評価・モニタリング技術の確⽴
• 各種影響削減技術（節⽔・再⽣⽔利⽤、⽔源涵養・湧⽔保全、緑地再⽣、防⾳・減⾳（予測含
む）、光害防⽌、外来種判定等）への投資

情報
情報基盤の
整備

• 各施⼯現場で活⽤可能な取組メニューの整備
• 社内の⾮財務情報データベースの構築・整備2

• 調達先における⾃然関連リスクの評価情報の蓄積★
• より効率的に、⾃社で調達する⽊材の合法性や持続可能性を遡及・確認・管理できる仕組みの導⼊
• ⾃然災害の早期事前把握・事故未然防⽌の仕組みの導⼊

情報連携の強化 • 顧客視点での投資対象技術の精査が可能となる情報連携体制の検討・構築
• ステークホルダーに向けた積極的な情報発信の展開

ネットワーク
サプライヤー

• ⽊材⽣産地での対話の推進
• ⽊材の需要・供給安定化に向けた対話・連携★
• サプライヤー・エンゲージメント（CSRアンケート等）の着⼿★

地域 • 地域のステークホルダーとの対話の強化

研究機関・他業界 • 研究機関・⼤学・スタートアップ等、投資技術探索のためのネットワーク推進
• 保険業界と建設業界の連携★

全体に共通する対応策

• ４象限とリスク機会を俯瞰的に⾒たことで、経営基盤としての４項⽬の強化の重要性を認識
• これらの取り組みを経営戦略や経営計画・全社⽅針にフィードバックさせ改定を進⾏中

★︓今後取組予定の対応策1 ⽵中グループ独⾃のネイチャーポジティブ推進⼈材育成も包含した総合的プログラム
2 サステナビリティ情報開⽰対応としての⾮財務情報集約の取組み



16成果の活⽤イメージ
LEAPアプローチの鍵を握るAssessを⼤幅に拡充・精緻化することができた。

2024年5⽉版の⽬次 拡充後のAssessページのイメージ

Assess （リスクと機会の評価） 12



17まとめ／成果

取り組みの成果︓
⾃⼒では取り組み困難と感じていた「LEAPアプローチ」の鍵を握る「シナリオ分析」に取り組むことができた。
現状︓シナリオ分析については、今まで⾃社での取り組みが困難であった。
（原因①）共通の世界観を描くための有効なツールで平易なものがなかった。
（原因②）共通の世界観を共有できないために、リスク・機会の抽出が属⼈的な知識や価値観に依存していた。

波及効果︓
多種多様なグループ⼈材からロジカルに導き出されたリスク・機会およびその対応策は、経営戦略や各⽅針のブ
ラッシュアップにつながり、不確実性の増す経営環境下において経営レジリエンスの強化に直結させることができた。
このプロセスを通じて、TNFD情報開⽰に取り組むことの意義と重要性を、グループにおいて再認識する絶好の契
機となり、情報開⽰に向けた機運醸成を加速させることができた。

解決プロセス︓
TNFD Scenario Toolkitのワークシートの運⽤・活⽤についてのコーチングをいただくことで、独⼒では困難であっ
た想定される世界観の描出と共有が可能となった。そのため、多様な参加者のスタートラインを統⼀することができ、
共通のパラメータに規定された条件下でのリスク･機会の抽出が可能となった。



ご清聴ありがとうございました
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